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建
築
物
防
災
査
察

　
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設

（
8
件
）の
、
防
火
・
避
難
施
設
の
維
持

管
理
状
況
に
つ
い
て
査
察
し
ま
す
　
と

き
＝
9
月
2
～
5
日

冗
建
築
指
導
課

看
板
な
ど
の
設
置
に
は
道
路
占
用
許

可
申
請
の
手
続
き
を

　
市
道
上
に
突
出
し
て
看
板
な
ど
を
設

置
す
る
場
合
は
道
路
占
用
許
可
が
必
要

で
、
許
可
を
受
け
た
も
の
に
は「
道
路

占
用
許
可
済
証
」が
張
っ
て
あ
り
ま
す
。

無
断
で
設
置
す
る
こ
と
は
道
路
法
に
違

反
す
る
不
法
占
用
で
す
　
※
詳
し
く
は

お
尋
ね
を
。

冗
土
木
部
管
理
課

成
年
後
見
、
権
利
擁
護
、
法
律
・
福
祉

無
料
相
談
会（
要
予
約
）

　
と
き
＝
9
月
　
日
　
～
　
時
　
と
こ

27

10

16

ろ
＝
中
央
公
民
館
・
第
3
講
座
室
　
相

談
内
容
＝
成
年
後
見
制
度
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
や
金
銭
管
理
、
遺
産
相
続

な
ど
の
法
律
・
福
祉
に
関
す
る
生
活
の

困
り
ご
と
　
申
し
込
み
＝
9
月
　
日
ま

17

で
に
長
崎
県
司
法
書
士
会
事
務
局
へ
　

※
弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す（
相
談
無
料
）。

冗
長
崎
県
司
法
書
士
会
事
務
局

緯
0
9
5
・
8
2
3
・
4
7
7
7

中
小
企
業
金
融
公
庫
出
張
相
談

　
と
き
＝
9
月
4
日
　
～
　
時
　
と
こ

13

15

ろ
＝
佐
世
保
商
工
会
議
所

冗
佐
世
保
商
工
会
議
所
緯
　
・
6
1
2
1
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中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　
中
小
企
業
で
退
職
金
制
度
を
設
け
た

い
と
き
は
、
国
の
助
成
が
あ
り
、
掛
け

金
が
全
額
非
課
税
扱
い
の「
中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度
」を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
市
で
は
国
か
ら
の
助
成
と
は
別
に

従
業
員
　
人
以
下
の
企
業
に
一
人
当
た

15

り
月
額
千
円
を
1
年
間
助
成
し
ま
す
　

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

冗
産
業
政
策
課

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
世
保
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
の
ご
利
用
を

　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
パ
ー
ト
バ
ン
ク
・
高

年
齢
者
職
業
相
談
室
）が
J
A
な
が
さ

き
西
海
会
館
3
階（
松
浦
町
2
の
　
）に
28

移
転
し
、
子
育
て
中
の
就
職
希
望
者
を

支
援
す
る「
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
」を
新

設
し
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
や
授

乳
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
子
ど
も
連
れ
で

ゆ
っ
く
り
相
談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
利
用
時
間
＝
8
時

　
分
～
　
時（
土
・
日
曜
、祝
日
を
除
く
）

30

17

冗
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
世
保
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

緯
　
・
0
8
1
0
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育
児
休
業
代
替
要
員
派
遣
制
度

　
企
業
で
働
く
人
が
1
歳
未
満
の
子
を

養
育
す
る
た
め
育
児
休
業
を
取
得
し
た

場
合
、
そ
の
企
業
に
対
し
て
代
替
要
員

を
人
材
派
遣
会
社
か
ら
派
遣
す
る
制
度

で
、
各
種
助
成
金
の
申
請
手
続
き
の
支

援
も
行
い
ま
す
　
※
詳
し
く
は
お
尋
ね

を
。

冗
長
崎
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

緯
0
9
5
・
8
2
6
・
3
2
0
1

「
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
」は
事
業

主
の
義
務
で
す

　
す
べ
て
の
事
業
主
に
外
国
人
雇
用
状

況
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
の
ほ
か
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
か

ら
簡
単
に
届
け
出
る
こ
と
も
可
能
で
す

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

冗
県
職
業
安
定
部

緯
0
9
5
・
8
0
1
・
0
0
4
2

information

市営バス「夏休み、小学生だけの特典外」

人権シリーズ「人権擁護委員の活動」

topics

人権擁護委員は人権相談のほかにも、次のよ
うな人権啓発活動を行っています ▽人権週間
＝12月4～10日には広く人権尊重の大切さを
呼びかける ▽人権の花運動＝小学校等に出向
いて花の種子や球根を配布し、「いのちの大
切さ」などの情操をはぐくむ ▽全国中学生人
権作文コンテスト＝作文を書くことで豊かな
人権感覚を身に付けてもらう ▽人権教室＝小
学校や各種団体に出向き講話や座談会などで、
人権や思いやりの大切さを伝える
冗人権啓発課

選挙ひと口メモ「政治家の寄付」

小学生を対象に夏休み期間中、市営バス全線
（定期観光バスを除く）が乗り放題になるお
得な乗車券と定期券を発売しています
煙1日乗車券全線フリー岳料金250円
　　（8月31日まで。乗車当日だけ有効）
　駅前バスセンター、島瀬定期券売場、黒
　髪・矢峰営業所、市営バス車内、佐世保
　観光情報センターで販売
煙夏休み子ども定期券岳料金3,000円
　　（7月19日～8月31日有効）
　駅前バスセンター、島瀬定期券売場、黒
　髪・矢峰営業所で販売（購入の際には年齢
　が確認できる健康保険証等が必要）
冗交通局業務課　緯25-5111

政治家が選挙区内にいる人へ寄付することは
禁止されています（親族や政治団体にする場
合を除く）。お中元等の贈り物や町内会のお
祭り等の催事へのせん別なども禁止されてい
ます。ただし、政治家本人が結婚披露宴や葬
式に出席し、その祝儀や香典が一般の社交の
程度を超えないものは、罰則の対象から除外
されています。また、有権者が政治家に対し
寄付の勧誘や要求をすることも禁止されてい
ます。
冗選挙管理委員会事務局

●
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全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
日
に
黙
と
う
を

　
8
月
　
日
正
午
か
ら
東
京
・
日
本
武

15

道
館
で
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
犠
牲

者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
正

午
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
黙
と
う
を
お

願
い
し
ま
す
。

冗
地
域
振
興
課

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
・
旧
陸

海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
さ
ん
へ

　
先
の
大
戦
で
戦
地
等
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
服
し
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
と
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
う
ち
、
慰
労
給
付
金
の
受
給
対

象
と
な
ら
な
い
人
に
対
し
、
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
へ

直
接
請
求
し
て
く
だ
さ
い
　
※
詳
し
く

は
お
尋
ね
を
。

冗
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

緯
　
・
5
2
5
3
・
5
1
8
2

03
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ご
協
力
を
外

　
燃
料
資
源
の
有
効
利
用
と
地
球
温
暖

化
防
止
の
た
め
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
▽
冷
房
は
室
温
　28

度
を
目
安
に
調
整
す
る
▽
必
要
な
い
電

灯
は
消
灯
す
る
▽
使
用
し
て
い
な
い
電

化
製
品
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い
て
お
く

冗
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
緯
　
・
2
5
9
2
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ね
ん
き
ん
特
別
便
の
ご
確
認
を

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
加
入
期
間

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」を
昨
年
末
か
ら
順
次
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
す
べ
て
の
現
役
加
入

者
の
皆
さ
ん
に
、
緑
色
の
封
筒
で「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」を
　
月
末
を
め
ど
に

10

順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。
到
着
後
は
年

金
記
録
の
内
容
を
確
認
し
、
漏
れ
や
間

違
い
が
あ
る
人
も
、
な
い
人
も
必
ず

「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
　
※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

冗
社
会
保
険
庁
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用

　
ダ
イ
ヤ
ル

緯
0
5
7
0
・
0
5
8
・
5
5
5

誕
生
祝
い
金
・
記
念
品
の
申
請
を

　
誕
生
祝
い
金（
二
万
円
）　
対
象
＝
本

市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ

れ
て
い
て
、
第
3
子
以
降
の
子
を
出
産

し
た
母（
同
一
の
母
）　
申
請
期
間
＝
新

生
児
の
誕
生
か
ら
6
カ
月
▽
誕
生
記
念

品
　
対
象
＝
本
市
に
住
民
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
人
の
新
生
児

申
請
期
間
＝
新
生
児
の
誕
生
か
ら
1
年

冗
戸
籍
住
民
課

　休
日
・
夜
間
申
請
受
付
ボ
ッ
ク
ス
の
ご

利
用
を

　
休
日
や
夜
間
で
も
各
種
証
明
の
交
付

申
請
が
で
き
る
受
付
ボ
ッ
ク
ス
を
、
市

役
所
前
、
各
支
所
、
島
瀬
町
警
察
官
連

絡
所
横
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で

も
申
請
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
　
※
出
生
届
、
婚
姻
届
、
死
亡
届
な

ど
の
休
日
・
夜
間
受
付
業
務
は
市
役
所

1
階
・
管
理
員
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

冗
戸
籍
住
民
課

退
職
者
医
療
制
度

　
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
会
社
な
ど
を

退
職
し
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

人
は
、　
歳
に
な
る
ま
で
こ
の
制
度
で

65

医
療
を
受
け
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け

取
っ
て
か
ら
　
日
以
内
に
、
戸
籍
住
民

14

課
か
各
支
所
、
各
行
政
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
を
。

冗
戸
籍
住
民
課

交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ
た
ら

　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
交
通
事

故
に
遭
い
、
保
険
証
を
使
っ
て
そ
の
治

療
を
受
け
る
場
合
は
す
ぐ
に
警
察
に
届

け
、
警
察
か
ら「
事
故
証
明
書
」を
も

ら
っ
て
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
課
で
申

請
を
　
※
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た
場
合
や

傷
害
の
場
合
も
申
請
が
必
要
。

冗
国
民
健
康
保
険
課

8
月
は
市
県
民
税
第
2
期
分
、
国
民
健

康
保
険
税
第
3
期
分
の
納
付
月
で
す

　
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な
口
座
振
替

や
納
税
組
合
の
ご
利
用
を
。

冗
納
税
課

住
宅
用
地
の
申
告
・
現
有
申
告
・
家
屋

滅
失
申
告
に
つ
い
て

　
宅
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
居

住
用
家
屋
の
敷
地
と
そ
れ
以
外
の
敷
地

で
は
課
税
方
法
が
異
な
り
、
居
住
用
家

屋
の
敷
地
は
特
例
措
置
で
税
が
減
額
さ

れ
ま
す
。
家
屋
の
新
築
、
改
築
や
取
り

壊
し
な
ど
で
用
途
の
変
更
が
あ
れ
ば
資

産
税
課
へ
届
け
出
を
▽
土
地
・
家
屋
の

所
有
者
が
死
亡
し
、
そ
れ
ら
を
所
有
す

る
こ
と
に
な
っ
た
人（
相
続
登
記
を
し

た
人
は
除
く
）は
同
課
へ
現
有
申
告
書

の
提
出
を
▽
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部

を
取
り
壊
し
た
人
は
同
課
へ
滅
失
申
告

書
の
提
出
を
。

冗
資
産
税
課 LIFEANDINFORMATION

市役所各課へは
代表番号緯24-1111
からおつなぎします。


